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在宅療養高齢者における岐合支持の喪失はADLを低下させる
元開早絵
論文内容の要旨
日常生活動作(ActivityofDailyLiving*ADL)の維持は、在宅療養を継続するうえで欠かせない要素
である。本研究は、要介護高齢者における岐合支持の喪失がADLの変化に影響を与えることを明らかに
するため、1年間の追跡調査を行った。65歳以上の在宅療養中の要介護高齢者322名(男性93名、女性
229名、平均年齢83.4±7.9歳)を対象とし、性別、年齢、ADL(BarthelIndex:BI)、認知機能、基礎疾
患、栄養状態、岐合支持の状態、嘩下機能を調べ、岐合支持とADLとの関連を検討し、以下の結果を得
た。
1）初年度のBIは、62.0であり、1年後には56.6に変化した。
2）1年後のADLが維持あるいは改善した者は152名、低下した者は170名であった。
3）義歯を含めた岐合支持がある者は281名、岐合支持がない者は41名であった。
4)ADLの変化と関連を示した項目は、岐合支持と認知機能であり、特に岐合支持の有無が強い関
連を示した。
5)ADLの変化と岐合支持の有無が関連を示したのは、歩行とトイレ動作であった。
以上の結果より、要介護高齢者において、岐合支持はADLに関することが示され、在宅療養を継続す
るために重要であることが推察された。
論文審査の要旨
本研究は、在宅療養高齢者を対象に追跡調査を行い、岐合支持がADLに与える影響を検討したもので
ある。その結果、咳合支持の喪失がADL低下を招く因子の一つであることが明らかとなった。この知見
は、在宅療養高齢者のADL維持のため歯科的かかわりに重要な示唆を与えるものである。
以上は、歯学に寄与することが大きく、歯学（博士）の学位に値するものと審査する。
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最終試験結果の要旨
元開早絵に対する最終試験は、主査志賀博教授、副査新井一仁教授、副査五味治徳教授に
よって、主論文を中心とする諸事項について口頭試問が行われ、優秀な成績で合格した。
